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流星の観測 

流星とは惑星間空間塵が 

地球大気に衝突することで 

発光する現象。 

その観測は、 

彗星や小惑星の研究や 

地球上の有機物の由来を 
追究するうえで注目される。 

 
近年は、デジタルカメラやPCの進歩により、 

観測データを数が増え、質も向上している。 

 



HDカメラを用いた 
流星スペクトルの観測装置の構築 

目的 

流星の構成物質による比較・分類するための 

流星スペクトル観測装置の構築 

 

 

 

 

高解像度のHDカメラを用いることで 

スペクトルの波長分解能も向上すると考えられる。 
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カメラのハウジング構築 
①グレーティングレンズフォルダの作製 

カメラレンズの前にグレーティングレンズを固定するためフォルダを作製 



カメラのハウジング構築 
②日光シャッターの作製 
日中の光を遮るオートシャッター。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
現在より頑丈なものに改良中 

カメ ラケース

シャッ ター

シャッ ター制御回路

シャッ ター開閉モーター



観測装置の構成 

PC
CPU:
i7-6700K (4GB) 
メ モリ :
8GB
内蔵SSD:
120GB
HD:
500GB
観測用SSD:
500GB

GigE PoEInjector
ING-ADE3AT

（ PLanex COMM）

カメ ラ
DMK33GX290e

(株式会社アルゴ )

レンズ 焦点距離4mm F1.2

http://sonotaco.com/soft/images/UFOCaptureHD2_400.jpg 

GigEカメラは 
LANケーブを介して 
PCに接続 

 
 
 
 
流星観測用 
動体検出ソフトを用いて 
流星の自動観測と 
データの蓄積を行う 

 

流星観測用動体検出ソフトUFOCapture 



試験観測実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在までにふたご群・しぶんぎ群、他、31の流星を観測 

０次 スペクトル 

構築した観測装置によるファーストライト2018 12/13 3:46:42 



流星スペクトル解析手法 

グラフ化

幾何学補正

スペクト ル画像

波長較正

分光感度較正

観測動画

前処理
(スペクト ル画像生成)

スペクト ル画像の解析

静止画

一次処理

観測動画

スペクト ル領域抽出

スペクト ル画像

① 

② 

②BASSProjectによって処理 ①irisによって処理 全体の流れ 



恒星の観測による 
分光感度補正① 

シリウスを観測、Hα、Hβの吸収線から波長を同定 



恒星の観測による 
分光感度補正② 

A0V型のリファレンスと比較し、分光感度を求めた。 



グレーティングの感度 CMOSセンサの感度 

グレーティングの透過率約60%以上の範囲で感度校正できた 



流星の解析例 

流星が暗く、解析が困難だった。 



その他観測の例 



今後の課題 

• 継続的な観測が行えるようにする。 

 →日光シャッタの改良 

 

• 解析に適した流星の観測および解析方法の検討。 

 →解析しやすい流星が取れるように 

  レンズやカメラのゲインを調整する？ 

  前処理など工夫でより暗い流星でも解析可能か？ 

 


